
○ 森林土木工事積算における数値基準

１．本工事費内訳書の(金額）数値基準

施工単価表 円単位（未満四捨五入）

明細表 円単位（未満四捨五入）

直接工事費 工種毎に千円止め（未満切捨て）

共通仮設費 費目毎に千円止め（未満切捨て）

共通仮設費率 少数点以下２位止め（未満四捨五入）

現場管理費 千円止め（未満切捨て）

現場管理費率 少数点以下２位止め（未満四捨五入）

一般管理費 千円止め（未満切捨て）

一般管理費率 （工事価格）－（工事原価）

工事価格 千円止め（未満切捨て）

消費税相当額 円単位

請負工事費 円単位

２．その他諸経費の数値基準

間接労務費 千円止め（未満切捨て）

工場管理費 千円止め（未満切捨て）

３．明細書、施工単価表等の数値基準

（１） 明細書、施工単価表の位止基準（第１表）

項目 備考

単価 施工パッケージは、注2を適用する。

数量
労務、材料、機械運転時間（日）
機械作業量、日当たり歩掛等

金額 明細書内訳の単価×数量

金額 施工単価表内訳の単価×数量

注1）但し、治山林道必携（積算施工編）に、まるめが記載されている場合は、治山林道必携を優先する。

注2）但し、施工パッケージ単価は、有効数字４桁、５桁以降切上げとする。

（２） 建設機械等損料算定表の位止基準（第２表）

適用

有効３桁止め（有効４桁四捨五入）

有効２桁止め（有効３桁四捨五入）

有効２桁止め（有効３桁四捨五入）

注）但し、治山林道必携（積算施工編）に、まるめが記載されている場合は、治山林道必携を優先する。

（３） 施工単価表で使用する補正単価位止基準（第３表）

項目 備考

補正単価
基礎単価を歩掛内で補正計算処理して積算
した補正単価のこと

機　　　械　　　損　　　料

運転時間（日）当り燃料消費量

供用日当り運転時間（日）

適用

円止め（小数１位以下切捨て）

注）施工単価表で使用する単価は、基礎単価を計上しているが、市場単価等で単価自体に補正計算処理さ
れた単価については、この基準を優先する。なお、週休2日の補正を行う場合は、「設計積算図書及び土
木工事に関する部内通知及び要領等について」の令和4年3月10日付け「週休2日の計算仕様について」の
「市場単価の計算仕様」による。

適用

円止め（小数１位以下切捨て）

小数３位止め（小数４位四捨五入）

円止め（小数１位以下切捨て）

円止め（小数１位以下四捨五入）

項目


